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2.9.7 まとめ 

(1) 有明海・八代海等を中心に生息する生物（固有種、希少種等） 

有明海・八代海等には、国内で本海域を中心に生息する生物が数多く存在している。

特に、有明海及び八代海では、国内で両海域固有、又は国内で両海域を主な分布域

とする大陸系遺存種が数多く確認されており、それらの中には環境省レッドリスト等に掲

載されている希少種も複数みられる。 

 

(2) ベントス（底生生物） 

有明海におけるベントスの種類数については、湾央部から湾口部寄りで多い傾向が

みられ、経年的には A2～A7 海域では変動幅が大きく、A1 海域は低位で横ばいで推

移している。個体数は湾奥部寄りで多く、近年は A2 海域及び A3 海域で大きな変動幅

がみられる。特に A2 海域の Afk-2 では、2009（平成 21）年以降、日和見種であるホトト

ギスガイの優占により、夏期の総個体数が高い値となっている。A3 海域の Asg-4 では、

2018（平成 30）年以前は有機汚濁耐性種のダルマゴカイ等の環形動物が優占していた

が、2019（令和元）年以降は二枚貝類のヒメカノコアサリの優占によって総個体数が大き

く増加した。湿重量は湾奥部において調査時期ごとに大きな変動がみられ、A1 海域の

Asg-3 ではサルボウガイ、A2 海域ではホトトギスガイ、A3 海域ではヒメカノコアサリによ

るものと推察される。個体数の変動解析結果によると、4 地点で減少傾向にあり、このう

ち 3 地点で環形動物門と節足動物門の減少傾向が共通しているものの、その他の動物

門については明確な傾向はみられなかった。 

八代海では、種類数・個体数は湾奥部や湾口部寄りで多い傾向であり、また、調査

時期による変動は有明海に比べて小さいものと考えられる。種類数の経年変化につい

ては、全体的には概ね横ばい傾向であるものの、Y4 海域の Ykg-１と Y5 海域の Ykm-7

では他の海域に比べて変動幅が大きく、種類数が比較的多い。個体数は Y1 海域の

Ykm-1 で 2000（平成 12）年代にホトトギスガイによる高い値、湿重量は Y１海域の

Ykm-2 で同じくホトトギスガイによる高い値がみられた。個体数の変動解析結果による

と、3 地点で減少傾向にあり、この 3 地点全てで環形動物門の減少傾向が共通してみ

られたが、その他の動物門については明確な傾向はみられなかった。 

 

(3) 有用二枚貝 

有明海でのタイラギの漁獲は、1979（昭和 54）年には最大となる 29,305ｔを記録した

が、熊本県では 1980（昭和 55）年代から、長崎県では 1990（平成 2）年代から、佐賀県・

福岡県では 2000（平成 12）年頃から漁獲量が減少し、2000（平成 12）年以降は低迷し

た状態が続き、2012（平成 24）年より休漁となっている。 

タイラギ成貝及び稚貝の生息量調査によると、1992（平成 4）年以降タイラギ生息域は

A2 海域に分布が偏る傾向がみられるが、この海域では着底稚貝の資源への加入が極

めて少なく、局所的に発生した稚貝も主に春期から夏期にかけて立ち枯れへい死等に

よって大量減耗し、成貝まで到達していない。成貝の分布状況の変化によれば、1996

（平成 8）年から 2011（平成 23）年までは nd～71 個体（全平均 11 個体）/100 m2、2012

（平成 24）年以降は nd～0.7 個体（全平均 0.09 個体）/100 m2 となっており、2012（平成
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24）年以降に資源の凋落傾向が顕著になっている。また、1997（平成 9）年以降の稚貝

の分布状況の変化によれば、1997（平成 9）年から 2011（平成 23）年まで nd～1,190 個

体（全平均 92 個体）/100m2 存在したが、2012（平成 24）年以降は 0.3～59 個体（全平

均 10.4 個体）/100m2 となっており、浮遊幼生の出現低下によると思われる稚貝の資源

量の低下傾向が顕著になっている。 

A3 海域では、タイラギは 2012（平成 24）年以降、着底稚貝の発生がほとんど認めら

れないものの、2009（平成 21）～2010（平成 22）年漁期には 1980（昭和 55）年代の豊漁

期に近い密度で成貝の成育が認められ、漁獲量の回復がみられた。しかし、2010（平成

22）年夏期には生息していたタイラギが 1 ヶ月程度でほとんど死亡する大量へい死が生

じ、以降は再び低迷している。 

浮遊幼生について、A6 海域では 2008（平成 20）年及び 2010（平成 22）年に 120 個

体/m3 程度の出現があったが、2012（平成 24）～2015（平成 27）年まで 10 個体/m3 を超

えることがない状況であり、その後は 2020（令和 2）年に 66 個体/m3 と 2012（平成 24）

年以降では比較的高い出現密度が 1 年のみ観察されたが、ほとんどの年度で 10 個体

/m3 以下の出現が続いている。2012（平成 24）年以降も引き続き、親貝資源が減少し、

浮遊幼生の発生量と着底稚貝の減少という、資源の再生産に大きな支障が生じている

ことが示唆されている。また、有明海での浮遊幼生調査結果によると、2015（平成 27）年

度は有明海湾奥部で浮遊幼生が確認され、2016（平成 28）年度から 2018（平成 30）年

度は概ね全域で浮遊幼生が確認されたが、平成 28 年度委員会報告で示された過去の

調査結果を踏まえると、出現密度は 2015（平成 27）～2018（平成 30）年度のように増加

の兆しは見られるものの、2012（平成 24）年以前と比較すると、全体的に低位で横ばい

であると考えられる。 

 

サルボウ漁場は A1 海域（佐賀県西部及び矢部川河口域）が中心であり、1972（昭和

47）年に 24,252ｔの漁獲量があったが、その後、へい死（原因は不明）が発生して漁獲

量が減少した。へい死は 1985（昭和 60）年を境に収束し、1988（昭和 63）～1997（平成

9）年にかけて10,000tを超える漁獲量（最大 17,299ｔ／1994（平成 6）年）がみられたが、

1998（平成 10）年以降、減少傾向となり、2006（平成 18）年以降の生産量は 5,000ｔ以下

の年が多く、変動幅も 1,000～3,000ｔと大きい。 

 

有明海でのアサリの漁獲量は、1977（昭和 52）～1983（昭和 58）年には 4 県の漁獲

合計がピークに達し、1983（昭和 58）年には最大となる 90,386ｔとなった。その後減少し、

1996（平成 8）年以降、2,000ｔ前後で推移し、2009（平成 21）年以降再び漁獲量が減少

している。八代海では、熊本県沿岸で 1985（昭和 60）年に 2,891ｔの漁獲があり、1970

（昭和 45）年以降では最高であった。その後 1993（平成 5）～2000（平成 12）年の間で

6 年ほど 1,000ｔを超える漁獲量がみられ、2005（平成 17）年以降漁獲量が増加し、2008

（平成 20）年には 1,721ｔとなったが、その後減少し、2012（平成 24）年以降は低い水準

で推移している。 

有明海のアサリ浮遊幼生出現状況については、春期の 4 年間の調査のうち、最も浮

遊幼生が多く観測された地点は 2017（平成 29）年度の福－2 であり、約 7,000 個体/m3
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の浮遊幼生が観測された。一方、2017（平成 29）年度の佐－4 における浮遊幼生は未

検出であった。秋期の 4 年間の調査のうち、最も浮遊幼生が多く観測された地点は、春

期と同様に 2017（平成 29）年度の福－2 であり、約 18,000 個体/m3 であった。最小は

2017（平成 29）年度の佐－4 で、23 個体/m3 であった。 

日本の主要なアサリ漁場である東京湾、三河湾、伊勢湾のアサリ浮遊幼生発生量を

文献値と比較したところ、東京湾で 200～900 個体/m3 以上（いずれも殻長 100μm 以

下の D 型幼生）、三河湾で 100～20,000 個体/m3（D 型幼生からフルグロウン期幼生ま

での浮遊幼生）、伊勢湾で 100～300 個体/m3（D 型幼生からフルグロウン期幼生までの

浮遊幼生）であった。有明海におけるアサリ浮遊幼生の発生量（100～15,000 個体/m3、

D 型幼生からフルグロウン期幼生までの浮遊幼生）は三河湾の発生量と同程度であっ

た。 

 

(4) 魚類 

有明海の魚類漁獲量は、1987（昭和 62）年をピークに減少傾向を示しており、2015

（平成 27）年以降の数年間は低位のままほぼ横ばい傾向を保ったものの、2018（平成

30）年には過去最低となった。魚類漁獲量の多くを占める底生魚類のニベ・グチ類とウ

シノシタ類（シタビラメ類）の漁獲量は、更なる減少傾向が続いており、平成 28 年度委員

会報告では、初期減耗が大きくなる要因として、感潮域、河口域、干潟・浅海域の減少、

底質や底層環境の変化、成育場の環境変化や卵仔魚の輸送に関わる流れの変化等

の影響の可能性が挙げられたが、特定はできておらず、その後の知見の更新はなされ

ていない。 

近年、有明海はサメ・エイ類を含め豊富な高次捕食者から成る生態系構造であること

が明らかにされつつある。平成 18 年の委員会報告以降、高次捕食者の中にはアカエイ

のように周年有明海で過ごす種や、ナルトビエイのように季節的に有明海を繁殖・摂餌

の場として利用する種も多いこと等が明らかにされた。有明海は、サメ・エイ類にとって、

世界有数の繁殖・成育場としての機能を併せ持つ特別な海域であることも明らかになり

つつある。しかしながら、高次捕食者が生態系構造に与える影響（魚類への捕食圧等）

や、繁殖・成育場としての環境条件等については未解明であり、有明海における高次

捕食者を含めた生態系全体の構造、その機能について今後研究を進める必要がある。 

ナルトビエイは 2000（平成 12）年頃に有明海に増加したことが指摘され、アサリやタイ

ラギへの食害が考えられたが、当時はエイ類に関する知見が乏しかった。現在は、ナル

トビエイは新種であり、日本の南西部を主な生息場とする稀少性の高い東アジアの固有

種であることが明らかにされるなど、知見が蓄積されつつある。ナルトビエイにとって、有

明海はその生存に必要な条件を満たす限られた生息地の一つであることなどが明らか

となっている。二枚貝類漁獲量への影響を明らかにするための捕食・被食関係を含め、

引き続き、ナルトビエイの生態について、定量的な評価等科学的知見を充実する必要

がある。 

八代海の魚類漁獲量は長期的には顕著な減少傾向はみられておらず、2016（平成

28）年には約 21,000t となったが、2017（平成 29）年、2018（平成 30）年には再び減少し

た。県別では、鹿児島県では近年増加傾向、熊本県では減少傾向である。八代海で
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は、有明海と同様に魚類資源の動向を評価するに十分な情報はなく、漁獲量データは

魚種別に把握できるだけの情報はなく、種別の資源動向の推定も困難である。八代海

の魚類の分布や生息状況に関する知見は、依然として有明海よりもさらに少なく、

2020(令和 2)年までの調査では奥部で 85 種（16 目 51 科 70 属）が確認されているが、

海域ごとの環境と魚類の出現状況の特徴は把握されておらず、調査年数も少ない状況

である。また、八代海は有明海と似た環境を持つにもかかわらず、魚類の漁獲にかかる

種構成は異なっており、魚類生態系構造が大きく異なる可能性があることが示唆されて

いる。 

八代海の生態系構造に係る知見は乏しく、有明海と同様に、ナルトビエイやアカエイ

などの高次捕食者の出現は認められているが、その種数は有明海に比べて著しく少な

く、その生態についても未解明である。加えて、高次捕食者の餌となる可能性のある魚

類の食性は調査されておらず、生態系構造を把握するに足る知見はない。平成 28 年

度委員会報告以降も基礎情報が不足していることから、サメ・エイ類をはじめとした魚類

の生息状況や生態、また各種魚類の動向が生態系の構造や機能に及ぼす影響などに

ついて研究を継続する必要がある。 

 

(5) 養殖業生産量 

有明海の養殖業生産量の大部分はノリ養殖によるものであり、ノリ収穫量は 2008（平

成 10）年までは増減を繰り返しつつ増加傾向にあったが、その後は 13 万～17 万ｔの間

で推移している。 

八代海の養殖業生産量（魚類）については、1994（平成 6）年までは増加していたが、

その後は 2.6 万～3.9 万 t 程度で推移している。ノリ収穫量は 2001（平成 13）年までは

やや増加傾向がみられたが、2004（平成 16）年以降は約 2 千 t 以下となっている。 

 

(6) 漁業・養殖業生産量 

有明海の漁業・養殖業生産量は、増減を繰り返しながら 2000（平成 12）年以降 15

万～20 万 t 程度で推移している。 

八代海の漁業・養殖業生産量は、1995（平成 7）年頃までは増加傾向にあったが、そ

の後は増減があるものの、4.2 万～5.4 万 t 程度で推移している。 
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